
   

【
作
者
】
杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
三
）
中
国
，
晩
唐
の
詩
人
。
字
は
牧
之
。
京
兆
・
万
年
（
陝
西
晩
唐
の
省
）
の
人
。
晩
唐
の
技
巧
的
風
潮
を
排
し
、
平
明

で
豪
放
な
詩
を
作
っ
た
。
杜
甫
（
老
杜
）
と
区
別
す
る
た
め
小
杜
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
詩
は
平
明
な
の
で
江
戸
時
代
以
来
日
本
で
も
愛
唱
さ

れ
，
特
に
「
江
南
の
春
」
「
山
行
」
は
有
名
。 

 

【
語
釈
】
＊
金
谷
園･

･
･

西
晋
の
石
崇
が
洛
陽
の
北
の
金
谷
に
建
て
た
別
荘
の
庭
園
で
、
石
崇
は
。
こ
こ
で
愛
妾
の
緑
珠
と
暮
ら
し
て
い
た
。 

＊
繁
華･

･
･

石
崇
の
生
活
が
豪
奢
だ
っ
た
こ
と
を
謂
う
。 

 
 

＊
香
塵･

･
･
 

沈
香
を
削
っ
た
粉 

＊
墜
樓
人･

･
･

身
投
げ
を
し
た
人
。
石
崇
の
愛
妾
の
緑
珠
の
こ
と
。 

 

【
通
釈
】
昔
、
豪
華
を
極
め
た
金
谷
園
も
沈
香
の
粉
が
飛
散
す
る
の
と
と
も
に
な
く
な
り
、
今
は
そ
れ
を
偲
ぶ
よ
す
が
も
な
く 

水
は
興
亡
を
よ
そ
に
無
情
に
流
れ
、
自
然
は
変
わ
り
な
く
春
の
草
は
生
い
茂
り
日
暮
れ
に
吹
く
春
風
は
鳥
の
啼
き
声
を
怨
む
か
の
ご
と
く 

花
は
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
る
。
そ
の
昔
、
こ
の
楼
か
ら
石
崇
の
無
常
を
怨
み
身
を
投
じ
た
美
し
き
人
緑
珠
を
思
わ
せ
、
そ
ぞ
ろ
淋
し
さ
に
胸 

を
打
た
れ
る
。 


